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はじめに

　この文書で提供されるマクロは、Microsoft Wordの文書中に記述されたGT書体のコードを該当する実際のフォントに変換する機能、ならびに、逆にGT書体のフォントを該当するコードに変換する機能を提供します。GT書体をコードで利用することにより、機種やアプリケーションへの依存を最小限にし、データの共用や再利用を促進します。

　現在MacintoshのMicrosoft Word 2001および、WindowsのMicrosoft Word 2000での動作を確認しています。

　GT書体の詳細についてはプロジェクトのホームページ（http://www.l.u-tokyo.ac.jp/GT/）を参照してください。なお、本文書の閲覧およびマクロの使用には、あらかじめGT書体が利用できる環境が必要です。先述のホームページから、使用する機種にあわせたフォントをダウンロードし、説明書に従ってインストールしておいてください。

インストール

　インストールを実行するには、下の「インストール」という網かけされた部分をダブルクリックしてください。インストールの前に標準テンプレート（MacintoshではNormal、WindowsではNormal.dot）のバックアップを取っておくことを強くお勧めします。インストールが完了すると、メニューバーの「ツール」の一番上に、「GT書体」という項目が追加されます。

 MACROBUTTON GTinstaller インストール 
　インストールしたマクロを消去するには、下の網かけ部分をダブルクリックしてください。

 MACROBUTTON GTuninstaller アンインストール 
マクロの使用法
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文書中に、GT＋フォント番号＋シフトJISコード＋;　の形式で、利用したいGT書体の文字を記述します。右はGTフォントプロジェクトから提供されているコードブックの例です。二段目のGT04と三段目の9B6Bを続けて記述します（アルファベットは小文字でもかまいません）。最後の「;」を忘れないで下さい。なお、この時使用するのは１バイト文字（いわゆる半角文字）にして下さい。
　　例）陳GT049B6B;GT049B6B;（ちんれい）の東塾読書記

2． 「ツール」メニューをクリックし、「GT書体」にカーソルをあわせ、現れた「コードからGT書体へ」を選択すると、文書中に挿入されたコードが、すべて該当するGT書体の文字に置換されます。
　　例）陳嫐GT049B6B;（ちんれい）の東塾読書記

3． 「ツール」メニューをクリックし、「GT書体」にカーソルをあわせ、現れた「GT書体からコードへ」を選択すると、文書中のGT書体の文字が、すべて該当するコードに置換されます。
　　例）陳GT049B6B;GT049B6B;（ちんれい）の東塾読書記

　なお、Windowsで利用する場合は、GT書体のコードを検索する際に、乙部厳己氏作成の「GTコード検索」アプリケーションを利用することができます。部首と画数から、希望するGT書体の文字のコードを検索することができます。さらに同アプリケーションで、「設定」メニューの「クリップボードへのコピー方法」を選択すると現れる、「文字情報の出力形式」メッセージボックスに、「GT^N^S;」と入力し、「OK」をクリックしてください。以後、希望の文字を選択してコピーを行うと、GT書体のコードが、本マクロで使用する形式でクリップボードにコピーされます。そのままWord文書に貼り付けすれば良いので大変便利です。「GTコード検索」アプリケーションは、乙部氏のホームページから入手できます。（http://ms326.ms.u-tokyo.ac.jp/otobe/hobby/GTcode.html）

マクロ使用上の注意

　本マクロプログラムによってコードを実際のフォントに変換した後の文書の使用に対する注意点は、以下の通りです。これらは基本的に、「大規模文字セット」「多文字環境」等と称せられるソフトウェア（他に「今昔文字鏡」など）に共通する問題です。詳細は筆者が作成したドキュメントを参照ください（http://homepage1.nifty.com/chinaclassic/macro/daikibo.pdf）。もちろん、テキストでコードが記述されている段階ではこれらの問題は発生しません。フォントへの変換はできる限り最終的な印刷・閲覧のみに止めておくことが望ましいでしょう。
1. フォントの変更
　GT書体は、JIS第一・第二水準の文字コードに対して複数のフォントを指定することにより、多数の文字の表示や印刷を可能にしています。そのため変換後にフォント名を変更してしまう（全文選択をした上で、フォントを変更する等）と、意図した文字が表示・印刷できなくなります。この場合、GT書体からコードに変換するマクロを使用しても、当然のことながらもはやコードに戻すことはできません。十分注意してください。
2. 検索と置換
　上述のように、GT書体の文字は、実際のコードはJIS第一・第二水準です。そのため、先程の例で言えば、「嫐」を検索・置換すると、同じコードを持つ「嫐」も一緒に検索・置換されてしまいます。「嫐」のみ、あるいは「嫐」のみを検索・置換したい場合は、条件にフォント属性を加えてください。
3. 標準表示・アウトライン表示での使用
　Wordの標準表示・アウトライン表示では、高速な表示を行うために、文字フォントの指定が画面に反映されないようにすることができます（下書きフォント）。このオプションを指定している場合には、文字はすべて下書き用のフォントによって表示されるため、GT書体の文字は正しく表示されません。なお、フォントの指定自体が無効となっているわけではないので、プリントアウトは正しく行われます。
4. テキストファイルへの書き出し
　変換後の漢字を含むWord文書をテキストファイルに書き出すと、フォントの指定が無効になるため、意図する文字と異なってしまいます。テキストファイルに書き出す前に、必ずマクロを使用してコードに戻しておいてください。
　　例）陳嫐→陳嫐
5. 変換後の書き足し
　変換後の文字に続けて文字を入力すると、フォントの指定がGT書体のままになっているため、表示が乱れることがあります。表示が乱れた文字を選択し、標準で使用しているフォントに変更すれば、正常な表示に戻ります。
　　例）陳嫐の東塾読書記　→（「の」以降のフォント変更）→　陳嫐の東塾読書記
著作権について
　本マクロプログラムならびにドキュメント類に対しては、作者である福田忍が著作権を有しますが、作者はこれらの自由な利用（他のプログラムやマクロでの利用も含む）・複製・配布・改変を許諾します。ただし作者は、本マクロに対して何の保証も行いません。本マクロを使用した結果について、作者は一切その責を負わないものとします。
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